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鹿児島純心女子短期大学との田植え

6月15日田代川原猪鹿倉地区で、鹿児島純心女子短期大学と包括的連携協定事業の第1弾として、もち米の田植え
をしました。

　今後収穫したもち米「純心米」をもとに、商品を共同開発し、各種イベント等で出品していく予定です。
　当日は、錦江町役場青年女性部の皆さんが、歓迎のセレモ二ーとして田んぼの中で、寸劇を演じられ、大いに盛り
上がりました。
　猪鹿倉自治会の方から、田植えの説明を受け、約500平方メートルの田んぼを総勢約50人で植え付けをしました。
　田んぼに入る際、学生からは、｢冷たい」｢ヌルヌルする」と歓声をあげ、楽しみながら植え付け体験をしました。
参加した学生達は、｢早く収穫して、商品開発を進めていきたい」と意気込みを語ってくれました。
　昼食は、花瀬でんしろう館で、地元の食材を使った竹皮弁当を食べ、錦江町を堪能しました。
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【全員で「はさんじゃうぞ !」で記念撮影】

【田んぼでの寸劇は名演技が披露されました。】

【田植えの説明を真剣に聞く学生】

【恐る恐る田んぼに入る学生】

【猪鹿倉自治会の皆さんの手伝いもあり、効率良く植える事ができました。】

【後半になると学生も植え付けが慣れてきました。】


